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二
つ
前
の
号
で
、
世
界
の
Ｉ
Ｒ
に
つ
い
て

紹
介
す
る
と
共
に
、
将
来
的
に
世
界
一
と

言
え
る
日
本
型
Ｉ
Ｒ
の
建
設
を
、
東
京
を

例
と
し
て
、私
案
と
し
て
紹
介
し
て
き
た
。

そ
の
残
り
と
、
補
稿
を
付
け
加
え
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

⑸ 

築
地
を
中
核
と
し
、
周
辺
の
お

台
場
、
銀
座
、
皇
居
等
を
加
え

た
日
本
的
統
合
リ
ゾ
ー
ト
化

築
地
を
中
心
に
し
て
、
半
径
数
㎞
の
円

を
図
13
の
よ
う
に
描
く
と
、
そ
の
中
に
は

お
台
場
、
銀
座
、
皇
居
、
浅
草
、
秋
葉
原
、

文
京
地
区
、
池
袋
、
そ
し
て
羽
田
空
港
か

ら
大
田
区
の
中
小
企
業
の
工
業
地
帯
ま

で
入
り
、
そ
の
中
に
は
沢
山
の
日
本
の
特

色
を
示
す
施
設
や
機
能
が
あ
る
。
更
に
、

そ
こ
か
ら
１
〜
２
時
間
で
、
美
し
い
日
本

の
自
然
の
景
勝
や
、
富
士
山
を
始
め
沢
山

控
え
て
い
る
。

特
に
以
下
の
日
本
的
な
モ
ノ
を
、
日
本

的
に
作
り
上
げ
、
魅
力
度
を
上
げ
、
ど
の

よ
う
に
宣
伝
す
る
か
で
あ
る
。

築
地
の
魚
市
場
の
跡
地
を
中
心
と
し

て
、
そ
の
周
辺
に
は
海
外
か
ら
の
人
々
が

喜
ぶ
施
設
が
山
の
よ
う
に
あ
り
、
沢
山
の

ツ
ア
ー
メ
ニ
ュ
ー
が
組
め
る
。

観
光
バ
ス
、ハ
ト
バ
ス
の
新
し
い
ツ
ア
ー

コ
ー
ス
を
よ
り
充
実
す

る
事
が
出
来
る
で
あ
ろ

う
。お

台
場
に
は
新
し
い

魚
市
場
、シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
、博
物
館
、ゲ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
、レ
ス
ト
ラ

ン
等
々
の
施
設
が
あ
り
、

こ
の
空
間
を
更
に
様
々

に
活
か
す
事
が
可
能
で

あ
る
。

そ
し
て
、
浅
草
に
行

け
ば
、
様
々
な
日
本
の

伝
統
的
産
物
と
実
際
に

自
分
で
体
験
出
来
る
事

IR法案にもっと日本的知恵を盛り込め！
－日本型カジノの模索を－

金沢工業大学客員教授
㈱人間と科学の研究所 所長
飛岡  健

図13　東京のIR地
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仏
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日
本
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相
撲
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、剣
道（
講
道
館
）

○ 

日
本
の
盆
栽（
上
野
の
盆
栽
園
）

○ 

日
本
の
漁
業
と
水
族
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鯉
や
金
魚
等
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養
殖
）
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本
の
自
然
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富
士
山　

筑
波
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光
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本
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物
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国
立
博
物
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戸

博
物
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本
の
食
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○ 

日
本
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展
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地
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館
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演
劇
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本
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美
術
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絵
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、焼
き
物
）

○
日
本
の
産
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大
田
区
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中
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企
業
）

○ 

日
本
の
伝
統（
落
語　

お
笑
い　

切
り

絵
）

○ 

日
本
の
手
工
芸（
刃
物　

調
理
器
具
）

○
日
本
の
治
安
シ
ス
テ
ム（
交
番
）

○ 

日
本
の
遊
園
地（
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド　

Ｕ
Ｓ
Ｊ
）

○ 

日
本
の
医
療
シ
ス
テ
ム（
癌
研
究
所
）

○ 

日
本
の
未
来（
未
来
館
）

○ etc.
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も
出
来
る
し
、
そ
の
前
に
位
置
し
て
い
る

上
野
に
は
、
ア
メ
横
が
あ
り
、
現
在
も
沢

山
の
人
々
が
散
策
と
買
い
物
と
飲
食
を
楽

し
ん
で
い
る
し
、
少
し
離
れ
れ
ば
、
日
本

の
古
い
神
社
仏
閣
が
溢
れ
て
い
る
し
、
動

物
園
、
水
族
館
、
国
立
博
物
館
、
西
洋
美

術
館
も
あ
る
。

銀
座
に
は
世
界
の
有
名
ブ
ラ
ン
ド
店
の

シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ー
が
世
界
有
数
の
規
模

で
並
び
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
星
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が

あ
り
、
沢
山
の
お
客
さ
ん
を
迎
え
て
い
る
。

秋
葉
原
で
は
、
人
々
が
家
電
製
品
の
み

で
な
く
、
古
い
ゲ
ー
ム
機
や
ゲ
ー
ム
ソ
フ

ト
、
そ
し
て
漫
画
、
ア
ニ
メ
の
フ
ィ
ギ
ア
や

コ
ス
チ
ュ
ー
ム
も
あ
り
、コ
ス
チ
ュ
ー
ム
の

大
会
も
様
々
に
開
か
れ
て
い
る
。
原
宿
に

は
世
界
の
若
者
が
集
ま
る〝
か
わ
い
い
フ
ァ

シ
ョ
ン
〞
を
始
め
、
多
く
の
魅
力
が
集
積

さ
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
に
築
地
を
中
心
に
半
径
数
㎞

を
東
京
の
Ｉ
Ｒ
の
地
と
し
、
そ
の
中
心
に

築
地
の
美
し
い
白
鷺
城
を
カ
ジ
ノ
の
本
丸

と
し
て
活
用
し
、そ
の
周
辺
を
東
洋
の
ベ
ニ

ス
の
如
く
に
し
、
世
界
の
カ
ジ
ノ
を
彩
り
と

し
て
散
り
ば
め
れ
ば
、
そ
こ
は
地
球
上
一
の

Ｉ
Ｒ
と
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

も
ち
論
、そ
こ
は
世
界
一
の
省
エ
ネ
、
省

資
源
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
、
環
境
問
題

へ
の
対
応
が
な
さ
れ
、
水
と
緑
に
溢
れ
た

街
に
し
、
世
界
一
安
全
な
街
に
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
可
能
性
は
極
め
て
高
い
。

〈
お
わ
り
に
〉

今
こ
そ
建
設
的
論
議
を
し
、

世
界一の
Ｉ
Ｒ
を
！

私
は
、
日
本
人
の
持
っ
て
い
る
才
能
、

資
質
と
今
ま
で
の
文
明
、
文
化
活
動
を
通

し
て
積
み
上
げ
た
国
と
し
て
の
蓄
積
は
、

指
導
者
が
し
っ
か
り
と
国
民
に
成
す
べ
き

事
を
示
せ
ば
、
そ
れ
を
成
し
遂
げ
ら
れ
る

と
考
え
て
い
る
。

今
回
の
Ｉ
Ｒ
法
案
に
し
て
も
、
世
界
一

の
日
本
型
Ｉ
Ｒ
を
作
る
と
の
目
標
を
示

せ
ば
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
と
思
う
の
で

あ
る
。
い
く
ら
カ
ジ
ノ
法
案
と
言
わ
れ
て

も
、
そ
の
あ
ら
捜
し
を
す
る
の
で
は
な
く
、

も
っ
と
高
い
レ
ベ
ル
で
の
議
論
を
展
開
し

て
欲
し
い
と
思
う
。
そ
れ
も
半
世
紀
位
か

け
て
、
世
界
に
冠
た
る
Ｉ
Ｒ
を
日
本
の
地

に
築
き
上
げ
る
位
の
心
意
気
で
、
こ
こ
で

示
し
た
東
京
地
区
の
Ｉ
Ｒ
は
、
単
に
た
た

き
台
に
過
ぎ
な
い
が
、
こ
の
位
の
レ
ベ
ル
で

発
想
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
描
像
を
試
み

た
も
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
っ
と
多
く
の
人
々
の
英
知

を
！

統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
（Integrated 

Resort

）
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て

今
日
の
日
本
社
会
の
置
か
れ
た
世
界
の

中
で
の
位
置
と
、
時
代
潮
流
を
考
え
た
時

に
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
造
っ
た
Ｉ
Ｒ
の
コ
ン

セ
プ
ト
を
ベ
ー
ス
と
し
た
日
本
版
Ｉ
Ｒ
の

建
設
が
、
日
本
に
お
い
て
も
時
宜
に
適
っ

た
も
の
と
し
て
望
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

ま
ず
Ｉ
Ｒ
の
世
界
で
の
事
例
を
見
て
、
日

本
が
参
照
す
べ
き
例
を
探
し
て
み
よ
う
。

Ｉ
Ｒ
と
は
単
体
のResort Facility

で

は
な
く
、
様
々
な
要
素
を
加
味
し
た
複

合
型
か
つ
、
統
合
型
の
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
於
い
て
は
Ｉ
Ｒ
建
設
の

ニ
ー
ズ
の
前
提
と
し
て
、

○
金
融
都
市

○
商
談
都
市

○
情
報
都
市

○ 

物
流
拠
点（
ハ
ブ
化
）

○
観
光
都
市

○
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
シ
ティ

○etc

と
い
っ
た
分
野
の
全
て
に
お
い
て
、
世
界
の

中
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
立
場
を
ハ
ブ
的
な
位

置
を
有
す
る
も
の
と
し
て
構
築
し
て
い
く

中
で
、
そ
こ
に
集
ま
る
人
々
の
〝
交
流
の

場
〞
と
し
て
、
そ
し
て〝
歓
談
、
飲
食
、
娯

楽
の
場
〞
と
し
て
、あ
る
い
は
文
化
鑑
賞
の

場
と
し
て
の
Ｉ
Ｒ
が
必
然
的
に
求
め
ら
れ

た
。
そ
う
し
た
時
代
ニ
ー
ズ
を
巧
み
に
捉

え
、
実
行
に
向
け
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
た
の
が
リ
ー
・
ク
ア
ン
ユ
ー
元
首

相
で
あ
り
、建
国
の
父
で
あ
っ
た
。
好
き
嫌

い
で
は
な
く
世
界
都
市
と
し
て
の
「
必
要

or
不
必
要
」の
視
点
か
ら
計
画
を
敢
え
て

立
案
し
、
実
行
し
、
実
現
さ
せ
た
の
で
あ
っ

た
。
リ
ー
・
ク
ア
ン
ユ
ー
元
首
相
は
、
個

人
的
に
は
カ
ジ
ノ
は
好
き
で
は
な
い
が
、
国

と
し
て
必
要
と
判
断
し
た
と
述
べ
る
。

最
後
に
、
以
前
に
書
い
た
原
稿
の
補
稿
と
し
て
、
以
下
に
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
く
。
本
稿
は
関
連
す
る
内
容
が
入
っ
て
い
る
が
、
よ
り
多
く
の
カ
ジ
ノ
の

写
真
を
示
し
て
あ
る
。

日
本
型
統
合
リ
ゾ
ー
ト
案

J
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こ
う
し
た
機
能
を
持
つ
都
市
を
目
指
し

て
い
る
他
の
例
と
し
て
、ア
ラ
ブ
首
長
国
連

邦（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）の
ア
ブ
ダ
ビ
や
ド
バ
イ
と
い
っ

た
都
市
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
ま

さ
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
よ
う
な
都
市
と
し
て

の
機
能
を
備
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
、い

ず
れ
立
派
な
Ｉ
Ｒ
が
誕
生
す
る
で
あ
ろ
う
。

但
し
、
今
の
と
こ
ろ
イ
ス
ラ
ム
国
家
で
は
カ

ジ
ノ（
Ｃ
ａ
ｓ
ｉ
ｎ
ｏ
）
は
許
可
さ
れ
て
い

な
い
の
で
、〝
Ｃ
ａ
ｓ
ｉ
ｎ
ｏ
〞
無
し
で
Ｉ
Ｒ

を
構
成
し
て
い
く
事
に
な
る
だ
ろ
う
。

実
は
Ｉ
Ｒ
に
関
し
て
は
、
新
た
に
生
じ

た
概
念
で
は
な
く
、
少
し
視
点
を
変
え
る

と
、
既
に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

古
く
か
ら
、
こ
の
機
能
を
有
し
て
い
た

の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
で
あ
り
、
オ

ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
あ
り
、
ド
イ

ツ
の
ハ
ン
ブ
ル
グ
と
い
っ
た
都
市
で
あ
っ
た
。

ド
イ
ツ
の
ハ
ン
ブ
ル
グ
を
見
て
み
る
と
、

ア
ル
ス
タ
ー
湖
畔
の
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン

タ
ル
の
ア
ネ
ッ
ク
ス
の
最
上
階
の
Ｃ
ａ
ｓ

ｉ
ｎ
ｏ
は
〝
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
交
場
〞で
あ

り
、
Ｃ
ａ
ｓ
ｉ
ｎ
ｏ
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く

な
い
が
、
ア
ル
ス
タ
ー
湖
畔
を
中
心
と
し

た
地
域
全
体
が
Ｉ
Ｒ
で
あ
る
こ
と
に
注
目

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
Ｉ
Ｒ
の
持
つ
機
能
と
同
様
に

○ 

最
高
級
の
三
ツ
星
レ
ス
ト
ラ
ン

○ 

オ
ペ
ラ
ホ
ー
ル
、シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

○ 

ア
ル
ス
タ
ー
湖
の
観
光
機
能
と
景
観

○ 

ド
イ
ツ
有
数
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

○ 

多
く
の
ホ
テ
ル
群
と
会
議
場

○ etc.

（
美
し
い
市
庁
舎
を
始
め
と
す
る

建
物
群
）

と
い
っ
た
施
設
と
機
能
と
が
集
積
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
ア
ル
ス
タ
ー
湖
の
周
辺
の

町
自
体
が
Ｉ
Ｒ
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
は
若
干
異
な
る
が
、

モ
ナ
コ
の
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
の
Ｃ
ａ
ｓ
ｉ
ｎ
ｏ

は
次
の
施
設
を
持
っ
て
い
る
。

シンガポールのカジノアルスター湖ハンブルグ　ショッピングモール

モンテカルロリゾートカジノモンテカルロ王宮モンテカルロの港

シンガポール　ベイサンズホテルハンブルグ　インターコンチネンタルホテル

アブダビドバイ
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○
カ
ジ
ノ

○
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

○
沢
山
の
博
物
館

○ 

レ
ス
ト
ラ
ン
、バ
ー
、ク
ラ
ブ

○ 

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
機
能

○ 

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
機
能

○
王
宮
と
庭
園

○ 

バ
レ
エ
、シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

○ 

優
れ
た
港
湾
施
設

○ 

オ
ー
ト
レ
ー
ス
等
の
イ
ベ
ン
ト

○etc.

モ
ン
テ
カ
ル
ロ
は
街
そ
の
も
の
が
バ
ー
デ

ン
バ
ー
デ
ン
と
同
様
に
、
Ｉ
Ｒ
の
地
と
言

え
、
町
全
体
に
Ｉ
Ｒ
の
要
素
が
た
く
さ
ん

詰
め
こ
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
他
ラ
ス
ベ
ガ
ス
や
マ
カ
オ
等
の
都

市
の
機
能
そ
の
も
の
は
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

ハ
ン
ブ
ル
ク
等
と
は
異
な
る
が
、
か
な
り

大
型
の
Ｉ
Ｒ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、マ
カ
オ
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
は
異
な
る

も
の
の
、
統
合
リ
ゾ
ー
ト
（
Ｉ
Ｒ
）へ
更
な

る
機
能
を
持
つ
べ
く
マ
カ
オ
政
府
が
推
進

力
と
な
っ
て
動
い
て
い
る
。

各
国
の
カ
ジ
ノ
と
町
並
み

そ
れ
以
外
に
も
、
Ｉ
Ｒ
と
称
さ
れ
る
レ

ベ
ル
の
都
市
は
世
界
中
に
散
在
し
て
い
る
。

ま
た
、
Ｃ
ａ
ｓ
ｉ
ｎ
ｏ
の
み
の
施
設
は

世
界
中
の
多
く
に
存
在
し
て
い
る
。
先
進

国
で
カ
ジ
ノ
を
持
た
な
い
数
少
な
い
国
が

日
本
で
あ
る
。

○ 

オ
ラ
ン
ダ

：

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

○
イ
タ
リ
ア

：

ル
ガ
ー
ノ

○
ス
イ
ス

：

ベ
ル
ン

○ 

韓
国

：

ソ
ウ
ル　

釜
山
等
々

○ 

フ
ィ
リ
ピ
ン

：

マ
ニ
ラ
、ク
ラ
ー
ク

○
ア
メ
リ
カ

：

各
地

○
チ
リ

：

サ
ン
ティ
ア
ゴ

○ 

ウ
ル
グ
ア
イ

：

モ
ン
テ
ビ
デ
オ

○ 

パ
ラ
グ
ア
イ

：

ア
ス
ン
シ
オ
ン

○
カ
ナ
ダ

：

ナ
イ
ア
ガ
ラ

○
ネ
パ
ー
ル

：

カ
ト
マ
ン
ズ

○ 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

：

メ
ル
ボ
ル
ン　

ブ

リ
ス
ベ
ン
等
々

○ 

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

：

オ
ー
ク
ラ
ン
ド

○
ロ
シ
ア

：

モ
ス
ク
ワ

○ 

マ
レ
ー
シ
ア

：

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

○etc.

マカオの街並み マカオのカジノ オークランドのスカイカジノ

フィリピン　マニラ

ラスベガスの街並み ラスベガスのカジノ ニュージーランド

スイス　ルガーノ湖　外観 ルガーノのカジノ

フィリピンのカジノ




